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 生艦亜鉛燭媒 として動物槻内(朧 臓)にlrisulinが 生産 されることは周知の ことである.近
年更に血液及びその他の臓腓より脱炭酸酵素 として分離 ぜられたCarbonic anhydraseは 含
亜鉛酵素であることが明かにされた.倦 て植物罷にZ11が 含 まれて居 ることは和當古 くより知
られて居る事實であるが,そ の生艦燭媒的意義は今猫未解決のままの こされて居 る.
 筆者等は敷年來植物に於けるZnの 生且的意義を明かにせん として先づ諸種の植物罷に於け
るZnの 分布を明か にしその紅果は一部既に畿表 した1).
 その結果 によれば葉菜等に於ては緑色濃厚なる部分に,叉 緑色濃厚ならざるも幼芽或は蕾等
の新生組織 にはZnの 含有量が特 に大であることを確めた.よ つ て比較的多量 のZnを 含む筍
について亜鉛酵素め分離を試みた.そ の結果について も既に服告した2)と ころである.
 借て植物 に於 ける亜鉛酵素の機能に關する見解は今の ところ確定的でないが,動 物に於ける
Carbonic anhydraseの 如 く炭酸排泄或は逆 に炭酸還元に關與するもの との豫想の下に重炭酸
盛溶液 を基質 として,こ れに封する分解力を酵素活度の指標 とし,酵 素の分離精製を試みたわ
けである.
 先 に本研究室に於て数種の葉菓 に就て緑色濃厚なる葉片部 と淡緑叉はli色 の葉柄部の汁液に
ついて賀験 を試みた結果:1),Zll含 量の高い葉片部 に於ける脆炭酸力はZn含 量の低い葉柄群よ
り著 しく彊力であることを確めた.蓋 し葉片部には葉緑艦が濃厚に集積 し光合成は主 として こ
の部分に於て行われる.亜 鉛酵素は葉緑艦成分 と緊密な關聯をもち,こ れをとり圃む酵素部 と
協同的作業 を螢む ものであると考えられるが,こ れらの酵素群よb特 定の酵素をその活性を保
持するままの朕態 に於て分離,精 製することは極めて困難である.即 ちそれは不純 物を除去す
るための操作の繁難 さばか りでな く,操 作の途中に起 る目的物の急速 なる攣質を防止すること
が困難であるか らである.
 筆者等は次の如 き方法により含亜鉛酵素の分離,精 製にほぼ成功するを得た.そ の結果を報
告する次第であ る・尚實験材料は大根(Raphanus sativus var. macropodus)葉 で5～7月 の
期間随時採取した.酵 素活度の測定方法は重炭酸盤溶液 を基質 として登生する炭酸ガスを検墜
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法によ り,一 定堅に達す る時間を計測 しMeldrum&Roughtonの式を適用 して活度を算出
した.
 次に亜鉛酵素の分離 方法 を述べよう.大 根葉一定量に同量の水を加 え氷冷 しつつ摺礫 し,そ
の搾汗(1)にi/s、1 Pt酸 盤緩衝液を加え氷冷 しつつ1卑5・5と なし・暫時放置後遠心分離 し,
その上澄液(fi)に 珪藥上を加 え再び遠心分離し,黄 線色透明なる上澄液(田)に%M燐 酸曹達
を加 えpH 6.8と な し,ア ル ミナを加 え数時聞放置後更に遠心分離iした.こ の場合 目的の酵素
はアル ミナに完全 に吸若 したが同時 に銅及鐵酵素1)之 に吸着する.從 つて次の溶出を愼重にし
て適度に行 うと鐵及銅 を含み酸 化酵素に富む溶出液(V)が 得 られるが,亜 鈴酵素の殆んど全部
はその淺渣 に淺留する・ この痩渣に燐酸盤溶液を加えてpH 7.2に 調整 して溶出するとZnに
就て濃度の高い溶出液(『 が得られ る.而 してこの液に含 まれる銅は痕跡に過 ぎない.以 上の
方法によつて分別 した各匿分 よb 一・定量を採 りN及Znを 定量 し同時に活度を計測 した.そ
の結 果は第1表 に示す通 りである.
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                第    1   表
  医欄 分別 匿分 脅 ・無 隣 饗 讐冑継
   (1・ 睡 搾 汁 測L・ ・21・6331・ 刎 … 引 ・・
   (DI(・)の 遠心鷹 上澄測 …9・}2…gl・ ・431…151 …
   (H・ 魔 龍 斐ボ,輪1・226P 1・29・1・ ・521・ ・…15・4
   (皿)陣 ・回… 軸 腋1・ ・…1・ …71・ …i…9・#1・ …
   (V)「 第・回… ナ溶・腋i…13「 ・・741・i-1-
    ac N係 数5.7iはOsborneの 調製せるGlycinin N 17.53 %を 適用 したL
    #Kcilin等 が血球 より分離ぜるCarbonic anhydraseのZn含 量は0.31～0.33%
 以上 の實験 によつて植物 の脆 炭酸酵素 の本艦 は含亜鉛酵 素 であ る ことを大略確認 した.表 出
のZn含 量 は相 當高 く血 液 より分離 されたCarbonic anhydraseに 於 け る含量 の%以 上 に達 し
て居 る.そ れ に も拘 らす その活度は豫期 に反 して甚だ弱 い.そ の原 因は この酵素 自禮 の特 性 に
よるものか,分 離操作 中 に起 る攣質 に因 るか,或 は酵素 に樹 す る基 質叉 は反慮條件 が適正 で な
いた めか明か でないが,更 に精製 を進 め ることによ り亜 鉛含量及酵 素i活度 も高 め得 る鯨地 があ
ると考 え られ るので 口下 純化 に力めて居 る.
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